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研究成果の概要（和文）：局所適応性に優れるウェーブレット及び、情報量とベイズ理論の観点

から導出されるモデル選択基準について研究し、これらに基づくモデリング手法を、ロジステ

ィック判別問題をはじめとする関数データ解析に応用した。互いに異なる観測時点列をもつ複

数個体の高次元データ集合に対してウェーブレットと関数データ解析を融合した新しいモデリ

ング手法を提唱した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 900,000 0 900,000 

２００８年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

２００９年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度  

  年度  

総 計 3,000,000 630,000 3,630,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・統計科学 
キーワード：多変量解析、ウェーブレット、関数データ解析 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）ウェーブレットに基づく手法は、統計
科学においても関数の不連続性や曲率の急
激な変化など、データ構造の局所的な変動を
有効に捉える性質（局所適応性）が理論的に
も実験的にも立証されつつあり、複雑現象の
モデリングのための強力な手法として期待
されている。 
（２）関数データ解析とは、多数の対象に対
して、離散点で経時的に観測・測定されたデ
ータがあるとき、これらを多変量データの集
合として分析するのではなく、個々の対象を

関数化して関数データ集合として扱い、そこ
から判別・識別、回帰分析を通じて有益な情
報を抽出する手法であり、近年、集中的に研
究が行われている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、局所適応性に優れるウェー
ブレット及びモデル選択基準を用いて、デー
タ適応的かつ信頼性の高い非線形統計モデ
リングの手法を開発し、諸科学に於いて多様
な様相を呈する複雑現象解明に寄与する統
計手法に発展させることにある。 
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３．研究の方法 
（１）一般化線形モデルの枠組みでウェーブ
レットによる推定量の改良を行う。また、異
なるウェーブレット基底を用いた場合、解析
結果にどのように影響するかも検証する。 
 
（２）判別問題をはじめとする関数データ解
析について、ウェーブレットに基づく理論・
方法論を確立することを目指して研究する。
解析手法を理論的・数値的に検証し、その有
効性、特徴、問題点等を検証するとともに、
ソフト化して適用の便宜を図る。 
 
（３）情報量やベイズ理論に基づいたモデル
評価基準を、ウェーブレット推定に対して研
究、開発し、非線形手法に対する汎用的な理
論へと発展させる。このモデル評価基準を、
関数データ解析の諸手法や、非線形時系列モ
デル等に対しても拡張を進め、従来の交差検
証法との比較、検証を行う。 
 
４．研究成果 
（１）関数データ集合に基づくモデリング手
法を一般化線形モデル、正則化法およびモデ
ル評価の枠組みで表現することで、より複雑
な非線形構造を有するデータおよび判別、分
類、予測、制御など様々な問題設定ならびに
解析目的に対して汎用的かつ統一的な手法
を提唱した。 
 
（２）一定区間内の互いに異なる観測時点列
からなる複数個体のデータ集合に対し、個体
間に共通の基底関数集合による関数化表現
を求める方法（関数データ化）において、情
報量およびベイズ理論に基づくモデル評価
基準、ならびに観測時点が等間隔でない場合
のウェーブレット多重解像度解析に基づく
非線形回帰推定の手法を応用し関数データ
集合を前提とする（１）のモデリング手法に
結びつけることを可能とした。 
 
これらの成果を多群の関数データの判別問
題に応用した研究論文を現在投稿中である。
本研究により得られた結果を今後さらに活
かし、データ適応的かつ信頼性の高い統計的
モデリングの手法を開発するとともに、複雑
な非線形構造を内包する高次元データに基
づく現象解明に有効に機能するものへと発
展させることを目指す。 
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